
様式１（小・中）
【小学校・中学校・義務教育学校用】

令和６年度学校評価 計画

中間評価 ５　最終評価

（１）共通評価項目

評価項目 取組内容 成果指標
（数値目標）

進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

●学力の向上

○校内研究を軸とした主体的・対話的で
深い学び

○「桜岡スタイルでの授業の実践や、児童
についた力を常に振り返る等、授業改善に
努めた。」と回答した教職員が８０％以上
→学校評価教職員アンケート
○学習の終わりに、『学習の振り返りができ
ている』と回答した児童８０％以上
→学校評価児童アンケート

・すべての授業で、「めあて」「見通し」「考えよ
う」「まとめ・振り返り」を意識して「桜岡スタイ
ル」での授業の実践に取り組む。
・学習の終わりに、振り返りの視点を示し、学ん
だことを自分の言葉で振り返らせる。
・各学年で指導案検討を行うことで、授業力を
向上させるよう取り組む。

・ ・ ・

※かしこい子プロジェクト
・研究主任

○児童の基本的な学習習慣の育成 ○「『立腰』と『か・つ・お』を共に守れた」と
回答した児童８０％以上

○学習規律定着のために「立腰」を合い言葉に学習の
構えをつくる。
○「か・つ・お」を合言葉に、学習の準備を行い、速やか
に学習に取りかかることができるようにする。

※かしこい子プロジェクト

●児童生徒が、自他の生命を尊重する
心、他者への思いやりや社会性、倫理
観や正義感、感動する心など、豊かな心
を身に付ける教育活動

○「自分にはよいところがある」と答える
ことのできる児童80％以上。

○「心を考える日」に人権教室を３回、人権集会
1回を実施することにより、人権週間の充実を図
る。
○道徳教育やいのちの学習を通して、自他の
生命を尊重する心を育てる。

・ ・ ・ ※やさしい子プロジェクト
・人権・同和教育担当
・教育相談担当
・道徳教育

●いじめの早期発見、早期対応に向け
た取組の充実

○学校評価アンケートの保護者のいじ
めの対応についての評価を９０％以上に
する。

・いじめアンケートやすっきりにこにこアンケート等を
通して児童の状況を把握し、問題のある事象に対し
て聞き取り等を行うことで、いじめの未然防止、早期
発見、早期対応に努める。

・ ・ ・ ※たくましい子プロジェクト
・生活指導担当

●児童生徒が夢や目標を持ち、その実
現に向けて意欲的に取り組もうとするた
めの教育活動。

●「先生はあなたのよいところを認めてく
れていると思う」と回答した児童生徒
80％以上
●「将来の夢や目標を持っている」につ
いて肯定的な回答をした児童生徒80％
以上

○「生徒指導の３機能」を意識した、自分で考え、選択し、決
定したことを伝え合い認め合う授業・活動を実践する。
○学校生活における教職員からの声かけや、桜カードでの
保護者や地域の方からのメッセージを通して、自分や友達を
多面的・肯定的にとらえる機会を作る。
○地域の方との交流、体験活動、学校行事等でキャリアパス
ポートを活用し、活動に対する目標や振り返りを計画的に設
定する。

・ ・ ・

※かしこい子プロジェクト
・児童会活動担当
・委員会活動担当

●「運動習慣の改善や定着化」 ●授業以外で運動やスポーツを行う時
間が１週間で４２０分以上の児童生徒６
５％以上

○共遊（学級・学年間交流）の時間を計画的に
実施し、外で遊ぶ楽しさを実感させる。
○自力登下校や休み時間に遊ぶことを促すよ
うな声をかけ、体を動かす習慣化を意識させ
る。

・ ・ ・
※たくましい子プロジェクト
・体育主任

●「安全に関する資質・能力の育成」 ●児童生徒の交通事故を０（ゼロ）にす
る。
○避難訓練や安全教室等を計画的に実
施し、登校している全児童と全職員が避
難訓練や安全教室等に参加する。
〇食物アレルギーを有する児童の誤食
等の事故や、食に関する事故発生を０
（ゼロ）にする。

○交通安全教室を実施し、正しい道路通行と自転車運転に
ついて体験させたり、講話視聴をさせたりする。
○長期休業前は、自転車運転時のヘルメット着用を呼びか
ける。
○水難時引き渡し訓練と不審者避難訓練と火災避難訓練を
それぞれ年間１回以上実施する。
〇AEDやエピペン等の職員研修を行い、危機管理に対する
共通理解を図る。

・ ・ ・

※たくましい子プロジェクト
・安全担当

●業務改善・教職員の働き
方改革の推進

●業務効率化の推進と時間外在校等時
間の削減

●教育委員会規則に掲げる時間外在校
等時間の上限を遵守する。

・毎週金曜日を退勤促進日に設定し、17時３０分までの退勤
とする。併せて月曜日から木曜日までを１９時までの退勤とす
る。
・年間において月平均時間外在校時間４５時間以内の職員を
８０％以上とする。
・全職員で業務改善策を検討し、ボトムアップ方式での取り組
みを推進していく。

・ ・ ・
・教頭
※校内労働安全衛生委員
会(多忙化対策委員会）

●特別支援教育の充実

○特別支援教育に対する教職員の知
識・理解の更新、向上

○見守りたい子の情報共有を児童の支援に生
かせたと回答した教員が９０％以上

○多様な学びの場を保障できたと回答した教員
が８０％以上

○特別支援教育の研修を講師を招聘して行
い、教員の専門性を高める。
○特別支援学級を学年グループに配置し、学
年の連携を図る。
○年度初めに特別支援教育に関わる教室の環
境を整える。
〇校内支援委員会を通して、多様な学びの場
を提供し、個に応じた支援をする。

・ ・ ・ ※やさしい子プロジェクト
・特別支援教育コーディ
ネーター

（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目

評価項目 重点取組内容 成果指標
（数値目標）

進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

教育相談体制の構築

○悩みを抱える児童の困り感を共有し、
対応できる体制の構築

○「心配なことや困っていることを相談した」と
回答した児童のなかで、先生に相談した児童が
7０％以上

〇「保護者や児童にとって、困っていることを相
談しやすい環境をつくれた」と回答した教員が８
０％以上

○覚知した児童の状況について管理職や教育
相談担当、担任等と情報共有を行う体制の整
備、構築。
・（年３回）すっきりにこにこアンケートの実施。
・「見守りたい子」の共有。
・ＳＣ、ＳＳＷ、ＳＳF、支援センター等との連携。
・困り感をもつ児童が安心して過ごすことができ
る居場所づくり。

・ ・ ・

※やさしい子プロジェクト
・教育相談担当

●･･･県共通　○･･･学校独自　◎･･･志を高める教育

●心の教育

●健康・体つくり

主な担当者
中間評価 最終評価 学校関係者評価

学校名 小城市立桜岡小学校

４　重点取組内容・成果指標

重点取組
具体的取組

５　総合評価・

　　次年度への展望

・
・
・

達成度（評価）
 Ａ：十分達成できている
 Ｂ：おおむね達成できている
 Ｃ：やや不十分である
 Ｄ：不十分である

主な担当者重点取組
具体的取組

中間評価 最終評価 学校関係者評価

１　前年度

　　評価結果の概要

全体指標「自分には、よいところがあると思う」と回答した児童が７６％と目標値には至らなかったが、「先生はあなたのよいところをほめてくれる」については、前年度よりも伸びた。引き続き、児童の自己肯定感や自己有用感を高めるような取組を実施して

いく。教育活動推進のための３つの重点については、どの項目についても８５％以上の成果を上げることができた。今後は、数値が伸びてきてはいるが、学習の振り返りをさらに充実させていくことや教職員の業務改善について職員から意見を集約しながら、で

きることから進めていく。

２　学校教育目標
やさしく  かしこく  たくましく　笑顔の花咲く　桜っ子の育成

   ～すべては子ども達の笑顔のために～

３　本年度の重点目標
一人一人の教職員が、学校教育目標の実現に向けての意識を高く持ち、児童の「自己有用感」を高める取組を推進する。

《教育活動推進のための３つの重点》①子どもが自ら学びたくなる授業作り、生徒指導の充実　②子どもの困り感に寄り添う支援、心と体を育てる教育活動の充実　③教職員の協働意識・体制の向上（認め合い・支え合う職員集団）


